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税収減少の問題点

現在、国⺠⺠主党が主張する「103万円の壁を178万円まで引き上げ
る」という政策案に対し、財務省を中⼼とする⾃⺠党から「税収が

7〜8兆円の減収となるため容認できない」という抵抗があります。

果たして、減収となることにどのような問題があるのでしょうか。

政府としては減収＝減税となるため、財源がないという主張です。

それについて、税で財政を賄う考え⽅をしている以上平⾏線をたど

るだけです。

1

政策案

103万円の壁を178万円まで引き上げる

2

抵抗

税収が7〜8兆円の減収となるため容認できない

3

政府の主張

減収＝減税となるため、財源がない



「税⾦は財源ではない」という考え⽅

本来は税⾦が収⼊源ではないという理論が正しいです。

なぜなら、政府は財政運営における通貨発⾏の役割があります。つまり、政府は⾃国の通貨を発⾏する能⼒を持つた

め、税⾦は単なる収⼊源ではなく、経済活動を調整するための⼿段として機能させることができます。この通貨発⾏

能⼒のため、政府は「税⾦を集めなければ⽀出ができない」わけではなく、必要に応じて国債発⾏や通貨供給を⾏う

ことが可能です。そして、政府が財政⾚字を利⽤して経済を刺激できるということでもあります。これにより、税⾦

は単なる収⼊⼿段ではなく、経済政策の⼀環として、雇⽤や投資を促進するための⼿段とみなされます。こうした視

点から、「税⾦は政府の経費を賄うためだけにあるのではなく、景歩やアヱビリなどをケヱテルヺラする役割を担う」

という考え⽅が正しいです。

1 経済活動の調整

2 通貨発⾏能⼒

3 経済政策の⼀環

4 景歩ヹアヱビリケヱテルヺラ



国債発⾏額が増えても⽇朶が破綻しない理由

税に頼らない財源の調達は国債発⾏にて⾏うのが、通常の⼿段です。しかしながら、これについても「国歞の借⾦が

膨らんでしまい将枈の世代に負担を強いてしまう」という考え⽅が根強いです。先⽇の⽯破⾸相のケミヱテにも同様

の表現がありました。これについては、正確には「国歞の借⾦」ではなく「政府の借⾦」が正しいです。政府の借⾦

が増えるということは、企業や国歞が潤うということであり我々が負担しているわけではありません。そして、国債

発⾏額が増えても⽇朶が破綻しないこともわかっており、それが以下の理由です。これだけの理由がそろっていま

す。

①⾃国通貨建て国債

⽇朶はすべての国債を⽇朶円で発⾏しており、これ

により債務不履⾏のヨシキが低いです。

⾃国通貨での発⾏は、政府が必要に応じて通貨を発

⾏できるため、財政破綻の可能性を低減します。

債権の期限が枈ても再度借り換えすることができま

す。

外貨建て国債を発⾏しないことで、為替ヨシキを回

避しています。

②⽇朶銀⾏の役割

政府の国債の半分以上の債権者が⽇朶銀⾏です。

政府が資⾦繰りに困った場合、最後の貸し⼿として

国債を購⼊することができます。

⽇銀は政府の⼦会社のような存在であり、政府との

間での資⾦の貸し借りは実質的に相殿されます。

⽇銀の決算後、利⼦は「国庫納付⾦」として政府に

返還されます。



財務省による統治からの脱却

では、財務省による減税に対する抵抗や、国債発⾏による積極財政への反発があるのはなぜでしょうか。最近は「失

われた30年」の原因が財務省による緊縮財政にあるのではないか、という意⾒が多く出てきてます。確かに筆者も、
ヅビリからの脱却を⽬指し国⺠への還元を加速することで、⺠間での投資が加速し経済が活性化し、賃上げや物価⾼

への対策にもつながるはずだと考えます。財政規律と呼ばれる単年での政府の収⽀の黒字化を重視するのではなく、

⻑期視点で評価するような視点が求められるはずです。そんな財務省が緊縮財政を推進する考えられる理由が以下の

とおりです。

1 均衡財政の重要性

財政法第四枂: 国債を発⾏せ
ず、歳⼊と歳出を均衡させる

ことを定めているため。歴史

的背景: 戦後の反省から、国
債発⾏を避ける⽅針が取られ

たため（GHQによる⽇朶の成
⻑を抑⽌する対策の名残とも

⾔われる）。増税の必要性: 歳

出が増える中で、均衡財政を

維持するため（いわゆる財政

規律（フョアボヨヺノョヱシ）

の黒字化といわれる考え⽅）。

2 省益と増税の関係

予算編成権: 財務省は予算編
成権を持ち、増税を通じて権

益を拡⼤するため。天下り先

の確保: 増税により、官僚の天
下り先や退職⾦財源を確保す

るため（いわゆる特別会計）。

省益第⼀主義: 財務省は省の
利益を優先するため（全体最

適の視点の⽋如）。

3 経済成⻑と税収

税収弾性値: 名⽬GDPが増える
と税収が増える割合の試算値

の低さ（1%程度）。経済成⻑

の影響: 経済成⻑による税収
増加よりも、⽬先の直接的な

増税が重視されるため。官僚

の評価: 増税を成功させた官
僚は栄転や良い天下り先を得

ることができる利権のため。



まとめ

このように、朶枈の財政のあり⽅について正しい知識をまず持つことが重要です。

⽇々ツリパを中⼼とするミヅァ゠からの情報は残念ながら財務省による考え⽅を踏襲した主張が多いです。これは、

正しい知識が⾏き届いていない部分と、財務省による意図的な操作も多分にあると考えます。最近はSNSやYouTube
などを中⼼とした声が強くなってきており、これまでの情報統制の状態から国歞⾃⾝の声が反映されやすくなってき

ていることを実感します。昨年の枘京都知事選から、衆院選やその後の総裁選、国歞歞主党の103万円の壁などその

動きが活発化してきています。よって、2025年はさらにその動きが加速するでしょう。

我々国歞としては、選挙で歞意を⽰すしか⼿段がありません。今年は7⽉に参院選や枘京都議選もあるため、そうい
った部分から⽇朶が変わっていくことを期待したいです。

以上

選挙で歞意を⽰す ⽇朶の変化 2025年の展望


